


相鉄・ＪＲ直通線の整備

１．事業概要
相模鉄道本線（西谷駅付近）とＪＲ東海道貨物線（横浜羽沢駅付近）との間を短絡する
路線を整備し、神奈川県中央部と東京都心との間のアクセスの向上を図る。併せて、当
該路線から乗り入れる列車の運行を確保するため、大崎駅付近短絡線を整備する。

２．計画概要
（１）整備区間

相模鉄道本線西谷駅付近～ＪＲ東海道貨物線横浜羽沢駅付近 ２．４ｋｍ（建設キロ）
ＪＲ横須賀線西大井駅付近～ＪＲ埼京線大崎駅付近 ０．４ｋｍ（建設キロ）

（２）概算事業費
６８０億円（相鉄・ＪＲ直通線のみ。大崎駅付近短絡線は未定）

（３）整備期間
平成１７年度～平成２２年度

（注）大崎駅付近短絡線については、ＪＲ東日本において整備を行う。
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○整備効果（例）
二俣川－渋谷：41分→33分



三宮駅の整備

１．事業概要
三宮駅（阪神電鉄本線）において、駅施設の改良（駅東改札口の新設、ホーム拡幅、
駅構内の配線変更、バリアフリー化等）を、駅周辺の都市側事業と整合をとりつつ
実施し、駅施設の利用円滑化と交通結節機能の高度化を図る。

２．計画概要
（１）整備対象駅 三宮駅（阪神電鉄本線）

（２）概算事業費 １３０億円

（３）工事期間 平成１７年度～平成２４年度
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■流動量の転移により、
既存動線が円滑化。

ポートライナー

■新たな都市整備を誘発

■新たな乗換動線を整備。

駅周辺の都市側事業と整合
をとりつつ駅施設の改良を
実施

・東側改札口の新設
・ホーム拡幅
・駅構内の配線変更
・バリアフリー化 等

三宮駅の整備


